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Nutanix認定プロフェッショナル - マルチクラウドインフラストラクチャー（NCP-MCI）6.10試験ブループリントガイドでは、NCP-MCI 6認定資格を取得するために習得する必要がある目標の概要について説明します。
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1. 試験 

1.1 試験の目的 

Nutanix認定プロフェッショナル - マルチクラウドインフラストラクチャー（NCP-MCI）6.10試験は、文書化された標準を解釈し、

Nutanixのマルチクラウドプラットフォーム環境内のデプロイ、設定、移行、トラブルシューティング、拡張および管理などの主な管

理タスクを実行する受験者の能力を評価します。合格者は、これらのスキルと能力を習得していることを証明できます。 

1.2 問題数 

NCP-MCI 6.10試験は、75問の選択問題（単一回答、複数回答）で構成されています。 

1.3 受験料 

NCP-MCI 6.10試験の受験料は、199米ドルです。 

1.4 合格スコア 

この試験の合格スコアは 3000です。スケールドスコア方式（換算方式の採点法）が用いられます。スコアのスケールは 1000～

6000です。スケールドスコア（換算スコア）は、試験のバージョンごとの試験問題の数と種類など、さまざまな要素を考慮した数式

を使用して算出されます。 

問題の数や種類は、同じ試験でもバージョンによって異なる場合があります。そのため、受けた試験のバージョンに基づいて、ス

ケールドスコア（換算スコア）で全員に公平なスコアを提示します。 

1.5 目標と試験問題の関連性 

目標は、試験が何を評価することを目的としているかを要約したものです。目標は、Nutanixのマルチクラウドプラットフォーム環境

のデプロイと管理の業務に関わる所定のタスクに基づいて、試験開発者と対象分野の専門家によって策定されます。 

最初の策定プロセスが完了すると、これらの目標は、外部の実務担当者のグループを用いて検証されます。最終的に、各目標に

対する問題数が決定されます。目標ごとの問題数は、職務のタスクの重要度に直結しています。 

1.6 言語 

試験は英語および日本語で受験できます。 

1.7 制限時間 

試験の制限時間は 120分です。 

1.8 試験のスケジューリングおよび受験 

NCP-MCI 6.10試験は、リモートの試験監督官によるリモートプロクタリング方式、または所定のテストセンターで受験する対面方

式で実施されます。 
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リモートプロクタリング方式を選択する場合、試験に申し込み、有効な身分証明書を提示すると、各自の受験場所でウェブブラウザ

を使用して受験する方法について案内が送付されます。試験はリモートで監督されるため、ロックダウンされ、監視された、安全な

受験環境が提供されます。 

対面の試験を選択する場合、お近くのテストセンターを選択できます。試験当日は、政府機関発行の有効な IDを持参し、試験開

始時間の 15分前までにテストセンターにお越しください。 

1.9 認定トラック 

NCP-MCI 6.10試験は、Nutanixマルチクラウドインフラストラクチャートラックのコアコンポーネントです。この試験に合格すると、

NCP-MCI 6認定資格を取得することになります。 

認定資格を取得するには、試験で合格スコアに達する必要があります。コースの受講は必須ではありませんが、Nutanixは、試験

の目標を網羅するトレーニングを実施しています。推奨されるトレーニングコースの詳細は、セクション 4をご覧ください。 

1.10 再受験ポリシー 

初回の受験で不合格となった場合、2回再受験できます。再受験まで 7日間の待機期間が設けられています。初回の受験と同様

に、試験ごとに受験料のお支払いが必要になります。再受験まで十分に準備の時間を確保し、最も合格を狙える状態で受験する

ことをお勧めします。 

注：3回受験すると、60日間受験できなくなります。その後、university@nutanix.com宛てにメールで連絡し、受験回数のリセット

を要請することができます。この間に、本ガイドと関連資料を十分に確認したり、推奨されるトレーニングを受講することをお勧めし

ます。 

1.11 試験のセキュリティ 

Nutanixは、試験のセキュリティポリシーに違反する受験者の認定を拒否する権利を留保します。試験教材を複製および再配布す

る、試験中に各種教材を使用する、試験問題を撮影しようと試みる、虚偽の身分証明書を使用して受験するといった行為が違反

に該当します。受験者の身分証明書は、試験申し込みプロセスの一環として記録され、有効性が確認されなければ、受験は認め

られません。 

1.12 再認定 

Nutanix認定プロフェッショナル - マルチクラウドインフラストラクチャー 6.10試験に合格し、NCP-MCI 6認定資格を取得すると、

資格は 2年間有効です。 

認定のステータスを維持するには、既存の認定を更新するか、別の認定トラック内で同等の NCPレベルの試験に合格する、また

は NCM-MCI試験に合格する必要があります。 

1.13 認定のメリット 

● ソーシャルメディアで共有可能な Credlyのデジタルバッジ  

● シャツやマグカップなどを購入可能な Nutanixストア（http://store.nutanix.com）の Certificationショップへのアクセス   

● 将来の試験の開発に SMEとして参加する機会  

● Nutanix .NEXTの参加割引 

mailto:university@nutanix.com
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2. 対象者 

NCP-MCI 6.10試験および NCP-MCI 6認定資格は、ITインフラストラクチャー全般の経験が約 1～2年、Nutanixの管理経験が

最低 6～12カ月ある方を受験対象者として想定しています。 

Nutanixマルチクラウドプラットフォーム環境内でデプロイ、設定、移行、トラブルシューティング、拡張、管理を適切に行える管理

者、エンジニア、オペレーター、ティア 1または 2のサポート担当者、ネットワークまたはセキュリティオペレーションセンターのエス

カレーションエンジニアなどの IT人材が一般的な合格者となっています。Nutanixエンタープライズクラウド管理（ECA）コースなど

のトレーニングコースを受講すれば、合格できる可能性は高くなります。 
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3. NCP-MCI 6.10試験で対象となる目標 

3.1 はじめに 

受験者は、Nutanix認定プロフェッショナル - マルチクラウドインフラストラクチャー6.10の試験を受ける前に、Nutanixマルチクラ

ウドプラットフォーム環境内でデプロイ、設定、移行、トラブルシューティング、拡張、管理を行うために必要な知識とスキルを身に

つけておくことが推奨されます。受験前に、セクション 4に記載されているトレーニングコースを完了することも推奨されます。 

NCP-MCI 6認定資格では、受験者は以下のソフトウェアバージョンでテストを受けます。 

● AOS：バージョン 6.10 

● Prism Central：バージョン pc2024.2 

3.2 目標 

受験に先立って、受験者は以下の各目標を理解しておかなければなりません。各目標、受験者が使用経験を積んでおくべき関連

ツール、目標と関連のある情報が記載された参考文書が以下に挙げられています。なお、一部の文書には、サポートポータルから

アクセスする必要があります。サポートポータルで使用するアカウントの作成については、こちらをご覧ください。 

目標はすべて、以下に挙げられていない他の製品文書でも言及されている場合があります。受験者は、関連するすべての製品文

書を十分に把握しておくか、同等のスキルを身につけておく必要があります。 

 

セクション 1 - Nutanixマルチクラウド環境内の仮想マシン（VM）の管理 

目標 1.1：Nutanixプラットフォームで VMを作成、更新する 

知識 

● 仮想ハードウェアを決定する 

● ブートモードを決定する 

● サイジング要件を決定する 

● VMの構成を確認し、アプリケーションの要件に合致させる 

● ターゲット環境の属性を決定する 

● VMの仮想ハードウェアの設定を更新する 

● アフィニティポリシーを割り当てる 

● コールドとホットのどちらを修正するかを決定する 

 

参考資料 

● Prism Central（AHV）から VMを更新する 

● Prism Element（AHV）から VMを作成する AHVホストのトラフィックミラーリング  

● VMの詳細ビュー 

https://go.nutanix.com/rs/nutanix/images/Nutanix%20Support%20Quick%20Reference%20Guide.pdf
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide:mul-vm-update-acropolis-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-vm-create-acropolis-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide-v6_8:ahv-cluster-nw-hosts-ahv-switch-port-analyzer-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-explore-vm-details-view-pc-r.html#nref_lks_lvj_f5
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● メモリーコミットのデプロイメントワークフロー 

● VMポリシーの管理 

 

目標 1.2：VMをデプロイする 

知識 

● テンプレートから VMをデプロイする 

● 仕様に基づいて正しい VMデプロイメントを選択する 

● VMデプロイメントのイメージを設定する 

● スナップショットから VMのクローンを作成する／VMをリストアする 

● VMをインポートする形式を選択する 

● VMをエクスポートする形式を選択する 

● サードパーティーツールで VMをエクスポートする 

 

参考資料 

● VMを作成する（AHV） 

● VMテンプレートを作成する 

● VMテンプレートを管理する 

● VMテンプレート機能の制限 

● 仮想マシンのカスタマイズ 

● イメージを設定する 

● VMを OVAとしてエクスポートする 

セクション 2 - Nutanixマルチクラウド環境内でクラスタを管理する 

目標 2.1：ストレージ管理手順を実行する 

知識 

● 作成／読み取り／更新／削除（CRUD）操作を実行する 

○ ストレージコンテナ 

○ ボリュームグループ 

 

参考資料 

● 承認ポリシーを使用したセキュアスナップショット  

● Prism Centralでストレージコンテナを作成する 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide-v6_8:ahv-vm-deployment-memory-overcommit-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-management-vm-policies-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-vm-create-acropolis-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-vm-template-create-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide-v6_8:mul-vm-template-manage-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-limitations_of_vm_template_feature.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-vm-image-customize-wc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-image-configure-acropolis-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-vm-export-as-ova-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-approval-policies-dr-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-container-create-ahv-pc-t.html
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● Prism Elementでストレージコンテナを作成する 

● ストレージコンテナの制限 

● Prism Centralのボリュームグループ管理 

● Prism Elementのボリュームグループ設定 

 

目標 2.2：AOSおよび Prism Centralの設定を構成する 

知識 

● 認証方法を設定する 

● SSL証明書の管理について説明する 

● AHVのハードニングを設定する 

● ネットワークセグメンテーションを決定する 

● 適切な IAM（IDおよびアクセス管理）の RBAC（ロールベースアクセス制御）を決定する 

● プロジェクトを確立し、管理する 

● NTP設定を構成する 

● SMTPサーバーを設定する 

● syslog設定を構成する 

● バックアップとリカバリの設定を構成する 

 

参考資料 

● 認証を設定する 

● AHVをハードニングする 

● ネットワークセグメンテーションによりトラフィックを保護する 

● クラスタの高可用性を実現する  

● 帯域幅スロットリングポリシー 

● プロジェクト管理 

● Prism Centralのその他の操作 

● Prism Centralの NTPサーバーを設定する 

● Syslogモジュール 

 

 

目標 2.3：ネットワーク管理手順を実行する 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-container-create-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-storage-management-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-vm-group-manage-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-volume-group-configure-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide:wc-security-authentication-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide-v6_8:sec-ahv-configuration-c.html#nconcept_vj3_wzl_4bb
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide:wc-network-segmentation-intro-wc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide-v6_8:ahv-acropolis-cluster-setting-ha-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-ngt-pc-bandwidth-throttling-management-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Admin-Center-Guide-vpc_2024_1:ssp-app-mgmt-project-env-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-pc-management-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Admin-Center-Guide-vpc_2024_1:mul-ntp-servers-configure-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Admin-Center-Guide-vpc_2024_1:mul-syslog-content-pc-r.html
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知識 

● VLAN（仮想 LAN）対応サブネットを作成する 

● 新しい仮想スイッチを作成する 

● ネットワーク負荷分散ポリシーを編集する 

● 物理 NICの使用状況を理解する  

 

参考資料 

● クラスタのネットワーク構成 

● VLAN（仮想 LAN）接続を作成する 

● 仮想スイッチを作成または更新する  

● MACアドレスのプレフィックス 

● ネットワーク可視化 

● IGMPスヌーピング 

● RSS Virtio-Netマルチキューを有効化する 

セクション 3 - Nutanixマルチクラウド環境内のディザスタリカバリ（災害復旧）とデータ保護を設定する 

目標 3.1：保護ポリシーおよびドメインを設定する 

知識 

● 保護するエンティティを決定する 

● リカバリのロケーションを決定する 

● スケジュールを決定する 

● 整合性グループを決定する 

● 保護するエンティティを決定する 

● 適切なスケジュール設定を決定する 

● リテンションポリシーを設定する 

● レプリケーションのリモートサイトを設定する 

 

参考資料 

● NearSyncレプリケーションによるデータ保護  

● 非同期レプリケーションによるデータ保護 

● アプリケーションコンシステントスナップショットの条件 

● アベイラビリティゾーン 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-network-configuration-cluster.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_1:mul-network-configuration-acropolis-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-network-vs-create-upgrade-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-cluster-predef-mac-prefix-wc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-network-visualization-intro-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide-v6_8:ahv-cluster-nw-igmp-snooping-ahv-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide:ahv-virtio-net-multi-queue-enable-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-dr-near-sync-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-protection-domain-wc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-dr-application-consistent-snapshots-wc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-availability-zones-c.html


 

11 

● アベイラビリティゾーンをペアリングする 

● リモートサイトの設定 

 

目標 3.2：リカバリプランを設定し、実行する 

知識 

● スクリプト実行の要件を決定する 

● ネットワークマッピングの要件を決定する 

● 正しいフェイルオーバー戦略を決定する 

 

参考資料 

● リカバリプラン 

● リカバリプランを策定する 

● オンプレミスの AZ間の DR構成の要件  

● 保護ポリシーとリカバリプランに基づく方法 

 

目標 3.3：Metroレプリケーションを設定する 

知識 

● vSphereと AHVのMetro Availabilityを比較する 

● 特定のフェイルオーバー処理のシナリオを想定し、正しいフェイルオーバーの方法を決定する 

● 計画的および非計画的フェイルオーバーを実行する 

● スプリットブレインを防ぐ 

 

参考資料 

● Metro Availability 

● AHV Metroリカバリワークフロー 

● AHV Metro（Witnessオプション）  

● オンデマンドのクロスクラスタマイグレーション 

● 同期レプリケーションの制限 

● NearSyncレプリケーションによるデータ保護 

 

セクション 4 - Nutanixマルチクラウド環境をトラブルシューティングする 

目標 4.1：保護ポリシーとリカバリプランをトラブルシューティングする 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-pair-availabilityzones-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-remote-site-any-configuration-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/solutions/details?targetId=TN-2027-Data-Protection-and-Disaster-Recovery:recovery-plans.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-create-recoveryplan-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-requirements-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-procedure-automatedprotection-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/solutions/details?targetId=TN-2027-Data-Protection-and-Disaster-Recovery:metro-availability.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-recoveryworkflows-witness-synchronous-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-witness-syncrep-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide:mul-cluster-cclm-introduction-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-limitations-synchronous-protectionpolicy-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-dr-near-sync-c.html
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知識 

● ネットワークマッピングの障害を診断し、対処する 

● vNICの問題を診断し、対処する 

● スクリプト実行の失敗を診断し、対処する 

● リカバリロケーションへの接続の問題を診断し、対処する 

● リカバリポイントのスケジュールの問題を診断し、対処する 

● リカバリポイントが多すぎる場合の問題を診断し、対処する 

 

参考資料 

● ディザスタリカバリ（災害復旧）環境と保護設定 

● リモートサイトの設定  

● 同期レプリケーションの要件 

● 非同期レプリケーションの要件 

● PostThawスクリプトの障害をトラブルシューティングする 

● NCCリモートサイトの接続性チェック 

 

目標 4.2：Metroレプリケーションをトラブルシューティングする 

知識 

● 命名規則の問題を診断し、対処する 

● ネットワーク制限の問題を診断し、対処する 

● レプリケーション状態の問題を診断し、対処する 

● Metroの設計の問題を診断し、対処する 

 

参考資料 

● Metro Availability 

● AHV Metroの要件と推奨事項 

● Metro Availabilityのベストプラクティスチェックリスト 

● AHV Metroを設定する  

● ESXiにおけるMetro Availability 

● NCCデータローカリティチェック 

● NCC Metroのアグレッシブブレークレプリケーションタイムアウトのチェック 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-dr-environment-and-protection-setup-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-remote-site-any-configuration-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-requirements-synchronous-protectionpolicy-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-requirements-asynchronous-protectionpolicy-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/kbs/details?targetId=kA00e000000CrJnCAK
https://portal.nutanix.com/page/documents/kbs/details?targetId=kA0600000008eMkCAI
https://portal.nutanix.com/page/documents/solutions/details?targetId=TN-2027-Data-Protection-and-Disaster-Recovery:metro-availability.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-requirements-witness-synchronous-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/solutions/details?targetId=BP-2009-Metro-Availability:bp-metro-availability-best-practices-checklist.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-ecdr-configuration-witness-synchronous-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Data-Protection-Guide-v6_8:wc-metro-availability-on-esxi-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/kbs/details?targetId=kA0600000008hz3CAA
https://portal.nutanix.com/page/documents/kbs/details?targetId=kA00e000000XeaNCAS&a=95%5B%E2%80%A6%5Dafaf9f768b6d1a86b34e7d929a8b5b046646f976e411a8fbfbc3eb92ae4
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目標 4.3：AOS/Prism Centralのセキュリティの問題をトラブルシューティングする 

知識 

● CVM通信の問題を解決する 

● Prismからのセキュリティ警告（パスワード管理）に対処する 

● コマンドラインから健全性ステータスを収集する 

● ログから情報を取得し、解釈する 

 

参考資料 

● リモート（SSH）アクセスを制御する  

● コントローラ VMをハードニングする 

● 転送中データの暗号化 

● アイデンティティおよびアクセス管理を用いたセキュリティ管理（Prism Central） 

● SSL証明書の管理 

● 承認ポリシーを使用したセキュアスナップショット 

 

目標 4.4：LCMの運用をトラブルシューティングする 

知識 

● LCMでインベントリを実行できない問題を診断し、対処する 

● LCMでバージョンをアップデートできない問題を診断し、対処する 

 

参考資料 

● LCMの概要 

● LCMインベントリ 

● ソフトウェアまたはファームウェアをアップデートする前に、最新の互換性バンドルをダウンロードする  

● AOS、Prism Central、ESXiのカスタム LCMプリチェック 

● LCMログの収集 

● LCMアップデートを停止する 

 

目標 4.5：パフォーマンスの問題をトラブルシューティングする 

知識 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide-v6_8:mul-security-cluster-lockdown-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide-v6_8:sec-controller-virtual-machine-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide-v6_8:mul-data-in-transit-encryption-overview-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide-v6_8:mul-iam-introduction-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Nutanix-Security-Guide-v6_8:sec-security-certificate-management-wc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1%3Aecd-approval-policies-dr-pc-c.html&a=95%5B%E2%80%A6%5Dafaf9f768b6d1a86b34e7d929a8b5b046646f976e411a8fbfbc3eb92ae4
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v2_7:Overview
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v2_7:LCM%20Inventory
https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v2_7:top-lcm-prechecks-aos-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v2_7:LCM%20Log%20Collection
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v2_7:Stopping%20LCM%20Updates
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● ログファイル内のパフォーマンス関連情報を検索し、解釈する方法を実演する 

● パフォーマンス関連のチャートの読み方を実演する 

● 構成の設定について理解する 

● パフォーマンス要件を満たすように VMの設定を修正する 

 

参考資料 

● CPU Ready値について理解する  

● アプリ管理メトリクスタブ 

● チャートメトリクス 

● アラート／健全性チェックリファレンス 

● NCCストレージプール使用状況チェック 

● NutanixにおけるMySQLのベストプラクティス - ファイルシステム 

● RPOの最小ハードウェア要件 - 非同期 

● AHVにおけるWindows Defender Credential Guardのサポート 

 

セクション 5 - Nutanixマルチクラウド環境内のカスタムモニタリングを実行する 

 

目標 5.1：パフォーマンスチャートの分析を実行する 

知識 

● スケジュールリテンションポリシーを決定する  

● カスタム SLAを作成する  

● ポリシーに基づいてストレージ要件を決定する  

● 複数のクラスタの SLAを管理する  

● スナップショットの数を決定する  

 

参考資料 

● Prism Element分析ダッシュボード  

● 行動学習ツール 

● パフォーマンス分析のチャート管理 

● チャートを追加する 

● チャートをレポートとしてダウンロードする 

https://portal.nutanix.com/page/documents/kbs/details?targetId=kA00e000000XelQCAS
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Admin-Center-Guide-vpc_2024_1:adm-applications-metrics-tab-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:wc-analysis-metrics-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Element-Alerts-Reference-v6_8:ale-alert-health-toc-auto-u.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/kbs/details?targetId=kA032000000987QCAQ
https://portal.nutanix.com/page/documents/solutions/details?targetId=BP-2056-MySQL-on-Nutanix:file-system.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Disaster-Recovery-DRaaS-Guide-vpc_2024_1:ecd-nutanix-cloud-infra-nearsync-async-hourly-basis-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=AHV-Admin-Guide-v6_8:ahv-windows-defender-credential-guard-support-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_8:wc-analysis-dashboard-wc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-behavioral-learning-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-cluster-analysis-chart-management-pc-r.html#:~:text=In%20one%20chart%2C%20select%20metrics%20that%20use%20the%20same%20unit%20of%20measurement.%20Add%20a%20metric%20with%20a%20different%20unit%20of%20measurement%20to%20a%20separate%20chart.
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-cluster-analysis-add-chart-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-cluster-analysis-download-report-chart-pc-t.html
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目標 5.2：レポートを作成する 

知識 

● 必要なレポートの種類を判断する 

● レポートが生成される頻度を選択する 

● レポートの所望のフォーマットを選択する 

● 所望のレポートのリテンションプロパティを特定する 

● 追加のレポートのカスタマイズを選択する 

 

参考資料 

● レポートの設定を構成する 

● 定義済みのシステムレポート設定をスケジューリングする  

● カスタムレポート設定をインポートする 

 

目標 5.3：キャパシティ管理を分析する 

知識 

● クラスタランウェイを分析する 

● キャパシティ設定オプションを決定する 

● シナリオオプションを比較する 

 

参考資料 

● インテリジェントオペレーション分析ダッシュボード 

● キャパシティランウェイのサマリービュー 

● キャパシティの設定を更新する 

● リソースプランニング - シナリオを作成する  

 

 

 
 

 

 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:ssp-report-settings-configuration-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:ssp-pre-define-system-report-schedule-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:ssp-report-import-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-cluster-analysis-xfind-dashboard-pc-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-resource-planning-runway-view-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-capacity-sizing-configure-pc-t.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Intelligent-Operations-Guide-vpc_2024_1:mul-resource-planning-scenario-create-pc-t.html
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4. NCP-MCI 6.10 トレーニングの推奨事項 

4.1 コースの推奨事項 

Nutanixは、試験でテストされる目標に関するトレーニングを実施するコースを提供しています。配信方法、価格など、本コースの

詳細は、nutanix.com/trainingをご覧ください。 

コースの詳細は以下のとおりです。 

 

Nutanix® エンタープライズクラウド管理（ECA）のハンズオントレーニングでは、Nutanixマルチクラウド環境のデプロイ、管理、ト

ラブルシューティングについて詳しく学びます。本コースは以下の目標を網羅しています。 

● 仮想マシンの管理 

● クラスタの管理 

● ディザスタリカバリ（災害復旧）の設定 

● データ保護の設定 

● トラブルシューティング 

● カスタムモニタリングの実行 

● リソースキャパシティの管理 

本コースは、オンラインで受講できます。またはインストラクターによるトレーニングを受講できます。スケジュールや申し込み方法

などの詳しい情報は、www.nutanix.com/universityでご覧ください。 

本コースで提供される教材は、NCP-MCI 6.10試験で出題される目標の大半（約 80%）を網羅しています。目標をしっかりと理解

したい方にお勧めです。Nutanixの環境に十分に触れておくことも強く推奨されています。 

 

NCP-MCI試験の準備  

本コースを Nutanix認定プロフェッショナル - マルチクラウドインフラストラクチャー（NCP-MCI）試験の準備に役立てることができ

ます。本コースでは、全コースのトピックを要約版でまとめて学び、各モジュールの試験問題を解いて、Nutanixエンタープライズク

ラウド管理（ECA）コースで取り扱う知識をリフレッシュします。

http://nutanix.com/training
https://university.nutanix.com/page?page_id=64eb4582b8a401eef51157ae
http://www.nutanix.com/university
https://university.nutanix.com/ilt/course/overview?course_id=632aff39f096375f70dedbc8
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5. リソース 

5.1 Nutanix Community Edition 

Nutanix Community Editionは、Nutanixクラウドプラットフォームをデプロイできる無料の製品です。試験の準備をするために、ソ

フトウェアをダウンロードし、ご自身の環境を構築するには、こちらをクリックしてください。 

5.2 テストドライブ 

こちらをクリックして、Nutanix Community Editionを活用するハイパーコンバージドテストドライブを 2時間使用することもできま

す。 

5.3 Nutanix Community 

Nutanix Communityで世界中のクラウドビルダーとつながり、業界の ITプロフェッショナルから学んで、経験を共有しましょ

う。Nutanix Communityに、Nutanix認定資格専用のページがあります。こちらからアクセスできます。 
 

 

mailto:certification@nutanix.com
http://www.nutanix.com/
https://www.nutanix.com/products/community-edition/register?utm_source&utm_medium&utm_campaign&cache=449194096
https://www.nutanix.com/one-platform
https://next.nutanix.com/nutanix-certification-77

